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　米国エネルギー省は2005 年10月、次世代の生物科学であるシステムバイオロジーを、エネルギ ・ー
環境分野に適用していく中長期目標とスケジュールを示す「ゲノミクス：GTL（Genomics To Life）ロ
ードマップ」を発表した。これは、2002年から開始したGTL研究の計画をさらに発展、拡張したもので、
DNA 配列の解析や生物シミュレーションモデリングなどのシステムバイオロジーを、安全・クリーンな
エネルギー源の確保や、二酸化炭素の隔離による温暖化対策などに役立てる構想である。本ロードマッ
プでは、今後 20～30 年程度の中長期なスケジュールとして、①ゲノミクスからシステムバイオロジー
への展開（2002 年からの8年間）、②技術統合（9 年目から16 年目）、③知の応用展開（17年目
以降）の3つの段階を想定している。まず、初期段階である①では、複雑な微生物の機能を基礎実験
等により分子レベルで明らかにすると同時に、生物システムを理解するための高性能なコンピューターシ
ミュレーションなどの研究基盤設備を開発する。そのため、有機廃棄物発電などを含む6プロジェクトへ、
今後 5年間にわたり総額約92百万ドル ( 約110 億円 )を投入することが決定された。
トピックス4　米国エネルギー省がシステムバイオロジー利用ロ ドーマップを発表
　米国エネルギー省（DOE，Department of Energy）
は、システムバイオロジーを石油代替燃料の生産、
環境修復、二酸化炭素回収などに応用する「ゲノ
ミクス：GTL（Genomes To Life）①ロードマップ」
を 2005 年 10 月に発表した。今後 20 ～ 30 年程度
の中長期目標とスケジュールが示され、直近５年
間で有機廃棄物発電等を含む６つのプロジェクト
に総額 92百万ドル（約 110億円）が投入されるこ
とが決まった。
　本ロードマップは、2002年から開始したGTL研
究の計画をさらに発展、拡張したもので、DNA配
列の解析や生物シミュレーションモデリングなど
のシステムバイオロジーを、安全・クリーンなエ
ネルギー源の確保や土壌汚染などの有害廃棄物除
害、二酸化炭素隔離による温暖化対策などに役立
てる構想である。本ロードマップのスケジュール
は大きく３つのステップから構成され、目標は下
記のようになる。
① ゲノミクスからシステムバイオロジーへ（初期の8年）
　エネルギー・環境への取り組みに利用できる複
雑な微生物の機能を、基礎実験等を駆使して分子
レベルで明らかにすると同時に、生物システムを
理解するための高性能なコンピューターシミュレ
ーション及びモデリングツールなどの研究基盤設
備を開発する。応用展開を意識した主要ツールの
選択とデータ整備も行う。
②技術統合（9年目から16年目）
　①で明らかにした有用な知見や整備した研究ツ
ールで、微生物システムの研究を加速、予測シス
テムの開発を行い、応用展開につながる微生物シ
ステムの解析時間を数年から数ヶ月に短縮する。
③知の応用展開（17年目以降）
　②で統合化した知見や研究ツールを、エネルギ
ーと環境の最重要課題の解決に資する革新的プロ
セスや新製品に応用展開する。
　本ロードマップで蓄積される知見データベース
は、微生物の機能を理解、予測するのに役立ち、
標識をつけたタンパク質分子創生レベル、その分
子相互作用レベル、全タンパク質レベル、細胞レ
ベルの４つのレベルにおける実験、モデリングか
ら獲得される。
　ボドマン・エネルギー長官は、「ヒトゲノムプロ
ジェクトがバイオメディカル、バイオテクノロジ
ー産業の成長を促進したように、本ロードマップ
は新しいバイオテクノロジー産業の成長を促すだ
ろう。微生物は、21世紀の経済競争力の原動力と
なる製品などに応用できる。」と述べている。
プロジェクトのテーマ、主な実施機関、予算
テーマ 実施機関 予算（万ドル）
１
有機廃棄物発電等につなが
るゲノムベースのモデル
マサチューセッツ大、
テネシー大等
2180 ／５年
２
自然微生物の分子同定に関
するプロテオゲノミクスア
プローチ
カリフォルニア大バークレ
ー、オークリッジ国研等
1050 ／５年
３
微生物の細胞分裂等を制御
する多タンパク質複合物の
動的空間的組織
スタンフォード大、
オハイオ大等
1790 ／５年
４
多タンパク質複合物構造同
定等の高効率化
ローレンスバークレー国
研、カリフォルニア大バ
ークレー等
2580 ／５年
５
効率的に統合された分子集
合体、染色体、ゲノムの研究
ローレンスバークレー国
研、カリフォルニア大バ
ークレー等
1290 ／５年
６ 知識基盤統合 オークリッジ国研 300 ／３年
参考：DOE ホームページ
http://www.energy.gov/engine/content.do?PUBLIC_ID=18903&BT_
CODE=PR_PRESSRELEASES&TT_CODE=PRESSRELEASE
①  GTL：石油化学では「Gas To Liquids（天然ガスから灯油などの液体燃料
を製造する技術）」の意味があるが、DOEロードマップでは、「Genomes 
To Life（ゲノムから生命へ）」として用いられている。
